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一空海の『声学実相義』考序説一

Sign，Information and〃。”〃

 下村  武“
Takesbi SHIMOMURA‡

（昭和57年4月15日受理）

1．まえがき

 平安期の著名な高僧、弘法犬師空海の数多き著作の中から、 『声学実相義』をとりあげる。

この書の注目すべきことについては、前報（『言語現象雑考I』）に既に触れた。本書は、本来

宗教教義としての法身説法の理論書と考えられている。しかし，そのためには言語や文字につ

いての深い考察を要するから，お一のずから言語の科学と共通の対象が論じられることになる。

このことは，筆者が行なった用字用語の統計からも明らかであり，そこに，この書を一般の言

語研究書とみる可能性が存在する。本稿では，この立場に立って， 『声学実相義』について解

題ののち，現代語訳を試み，つづいて空海の典型的な二，三の言語・情報学的用語についてい

くらかの考察を加え、空海の言語科学的達成と，その言語観を知るよすがとした。

2．『声学実相義』解題

 略称は声字義。空海撰。十巻章の一である。『即身成仏義』・『口中字義』とともに三部書

として真言教学の重要な聖典とされている。「即身成仏」とならぶ空海の思想の核心である「

法身説法」の解説書といわれる。著作年代は明らかでないが，本文の中に「類の初に等正覚と

は，平等法仏の身密これなり。これこの身密その数無量なり。即身義の中に訳するが如し。」

また「五大の義とは，即身義の中に訳するが如し。」とあり、一方， 『金剛頂経解題』の中に

「この名言等の義，甚応無際なることは、声字義の駅の如し，しばらくこれを略す。」とある

から， 『即身成仏義』より後の著作で， 『金剛項紐解題Jより前に著されたことは明らかであ

るが，空海何本の時の著作であるかは不明である。

 この書は，完成した書であるかどうかについて古来意見の分れたままであることが， 『弘法

犬師全集，声学実相義Jの後注に「編者いわく，右の声学実相義一巻，古版の本に依りてこれ

を出す。この書，造畢未造畢，古来論あり，具さには先哲の抄の如し。今煩しく引かず」とあ

ることによって知られる。未完成とする立場は，この著作の冒頭に「一には叙意，二には釈名

体義，三には問答」という全体の構想が示されていながら，実際には「叙意」と「釈名」の部

分に続く本論ともいうべき「釈体義」の途中で終っていることは明らかであり（「六塵悉く文

字なり」の一句を解釈するに当って，六塵中の色塵の文字についての説明を終えたところで著

述が終っており，他の五塵の説明と「法身はこれ実相なり」の第四旬の説明がない），したが

って勿論のこと三の問答もない，とする形式尊重主義とでもいうべき立場である。これに対し

て，完成した春とする立場は，この書が真言宗徒の教科書として承和2年（835）の三業度人の

制度の官符にまで載っているのであるから，未完成というはずはない。そして「六塵の文字」
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のうち色塵の文字だけしか説明がないのは，他の五塵の文字は色塵のそれに準じて知ることが

でき，煩雑であるから省いたまでである。また問答は簡単ながら重要なものが付されており，

その中に「法身は，これ実相なり」の一句が事実上解釈されている。さらに，書末の「すでに

色塵の文を訳しおわりぬ」は，いま少し前の「故に能く迷い，また能く悟るという」の次にあ

ったものが，古い時代の書写の際に誤って，ここに書かれたものが，今に伝えられたのであろ

う，としている。両論はほぼ以上のようなもので，現在でもこの点の決着はついていない。

 さて，本書の構成の要点は，つぎのとおりである。本書は，第一叙意，第二釈名体義，第三

問答，の三段からなる。第一の叙意は声学実相の大意を述べたもので，そこには「如来の説法

は必ず文字による。文字の所在は六塵その体なり。六塵の本は法仏の三密これなり。」といい，

また「名数の興りは声学にあらざれば成ぜず。声手分明にして実相顕わる。いわゆる声学実相

とは，すなわち，これ法仏平等の三密，衆生本有の曼茶なり。」ともいっている。第二の釈名

体義では，これを釈名と釈体の二段に分け，まず釈名の段では声と字と実相との名を解釈し，

声学実相の関係を六合釈によって解説している。つぎの釈体の段では，最初に典拠として『大

日経』具縁真言晶の「等正覚真言，云云」の詩頒を引用し，この詩を解釈して，平等の法仏は

実相であり，真言は声，書名は字であるとし，また阿字本不生が声学実相に他ならないと述べ

ている。つづいて体義を説明する段では，「五大皆有響，云云」の詩頒をつくり，これを，声

の体，真妄の文字，内外の文字，実相，の四項目に分けて考察している。そして，まず声の体

の段では，内外の五大に悉く声響を具し，五大は声の本体であり，音響は，その用であるとい

う。つぎに真妄の文字を考察する段では，九界の文字は虚妄であるが，仏界の文字は真実であ

り，これを真言とも秘密語ともいうのであると述べている。これらの字母は阿などであり，そ

の名字の根本は法身であるという。また内外の文字を説明する段では，六塵に，おのおの文字

の相があるとし，そのうち特に色塵を注解するに当って「顕彰表等色，云云」の詩煩をつくり，

これを解釈して，有情と国士世間とが互いに依報にも正報にもなるという思想や，法然所成の

法身の身上と随縁所成の報身・応化身・等流身の身上の思想などを明らかにしている。なお実

相を考察する段については，計画的か否かは別として，この段そのものはないが，いわんとす

るところは，叙意や「等正覚真言，云云」の詩の中から推察することはできよう。第三の問答

については，本書が未完成か否かについての項で述べたとおりである。

 本書の著された目的であるが，まず書名にある「声学実相」という語は，「『大日経』巻七に

“如来の一々の三昧門の声学実相は有仏無仏，法としてかくの如くなるが故に”とあるのに基

づく」とされ，「絶対者なる法身が永劫に真理を説きつづけているのを声学実相といったので

ある」という。そして，「一般の顕教は絶対真理は言語文字で表現し伝達することができない

として法身不説法なりとするのに対して，密教では積極的に法身説法を打ち出したのである」，

この「法身説法の理論的根拠を論証したのが『声学実相義』なのである」とされている（宮坂

著『空海の言語哲学』）

 上記は真言教学からみた本書の目的であるが，かかる宗教的方面の根拠を明らかにするため

には，当然のこととして言語や文字に関する考察がなされねばならず，そこには言語・情報学

の対象とするものと共通の用語用字の出現を避けることは不可能である。この事情は， 『声学

実相義』について用字用語の出現頻度統計をとると明らかであり，本書が漢文にして全文わず

か3800字という比較的小品でありながら，その中に例えば「声」なる語は28回，「文字」が26

回， 「文」が21回，……出現するといった具合である。かくて，そのような用字用語を追究す

ることによって，そこに宗門の立場をはなれた一般の言語研究書とみる立場の可能性が存在す

る。そしてまた，そのような用字用語の使用法の異同から，空海の言語観に近づくことも可能
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であろう。本稿では，このような後者の立場に立っている。

3．空海撰『声宇実相義』の現代語和訳

  （原典は， 『弘法犬師全集』第1輯，pp．521～534による）

 一、大意，二．名義注解，三．質疑応答

 まず最初に大意を述べる。絶対者犬日如来が絶対の真理を説くには，必ず文字による。その

文字のありかは，六塵すなわち，我々の認識対象がその本体である。これら感覚知覚の対象物

のもとは，絶対者犬日如来の三密，すなわち身密・口密・意密に他ならない。この隔てなき三

密は全宇宙に行きわたって常に変らず永遠である。そこで，五智四身，すなわち大日如来のす

べての知恵，すべての仏身は，十界つまり総ゆる世界における存在者に，そなわっていて欠け

るところがない。このことを自覚したものを偉大な覚者といい，悟れず迷っている者を衆生と

いう。衆生は愚かで自から覚れるわけがないので，絶対者大日如来が我われ衆生に不可思議な

力を加え，立ち帰るべき所を示されるのである。ところで，その立ち帰るべき本源は，優れた

教えでなければ確立できないが，優れた教えは，声学でなければ生み出しえない。声学がはっ

きりとして明らかであれば，実相すならち実在の真実のすがたが現れる。では、いわゆる声学

によって現われる実相は何かというと，これは大日如来の隔てなき三密であって，我々衆生が

生まれながらにしてもっているマンダラ（ma坤a1日）の世界のことでもある。だから，大日如

来は，この声学によって表わされる実相の意義を説いて，覚れぬ衆生が迷いの長い眠りについ

ている耳を驚かされるのである。顕教であれ，密教であれ，あるいは仏教であれ仏教以外であ

れ，どんな教説でも，この入口によらないものは一つとしてない。いま，偉大な師である恵果

阿閻梨の導きによって，この意義を抽出して説明する。後学のものは，よく心を研き意を遊ば

すように。これで大意を述べ終ったのである。

 つぎに，名義注解であるが，これをまた二つに分ける。一は書名の注解，二は本義を示すこ

とである。では初めに書名を注解する。内外の風気が微かに起ると必ず響きがあるが，これを

声と名づける。響きは必ず声によって起るから，声は響きの源である。声を出せば無意味でな

く，必ずそれは物の名を表わす。これを字という。名は必ず本体を招き表わすものである。こ

れを実相という。声・字・実相の三種がそれぞれに分れていることを義と名づける。また，地

・水・火・風の四つの粗大原素が接触し合うと必ず音響が応動することを声という。梵唄の五

音の音階にせよ，八種の梵音声にせよ，梵語の格変化語尾にせよ，いずれも声があって初めて

生ずるのである。声が何かの名を表わすのは，文字があるためである。その文字の起りは，も

ともと我々の感覚知覚の対象となる六塵である。この六塵の文字は以下に注解する通りである。

 いま，この書名を梵文の複合詞の六種の解釈法にあてはめれば，まず声によって字があるか

ら，字は，とりもなおさず声の字であるとみなすと，声学についての依主釈を得る。また声学

によって実相が表わされる，つまり声学の実相であるとみなすと，声学実相についての依主釈

となる。つぎに，声には必ず字がそなわっている。いいかえれば声は所有するもの，字は所有

されるものであり，つまり声は字という財を有するとみなすと，声学を宥財釈したことになる。

また声学には必ず実相があり，実相には必ず声学があって，互いに有するものにも有せられる

ものにもなるとみなすと，上と同じ声学実相についての有財釈である。もし声以外に字はなく，

字は，とりもなおさず声であるとみなすと，声学についての持業釈である。また声学のほかに

実相はなく，声学は，つまり実相であるとすると，声学実相の持業釈を得る。この場合の意味

は，『大日経疏』の中に詳しく説いてあるので，その文を見て知るがよい。もし，声と字と実相

は互いに極めて近く，遠ざけえない関係にあるとすると，いずれも隣近釈である。また声学は
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仮法であって真実の理に及ばず，実相は幽寂で声学の名を絶してお一り，声学と実相は互いに異

る。また声は空しく響いて何事も表わさず，字は上下長短をもち文をつくるものであって，声

と字は異るとすれば，いずれも相異釈である。帯数釈は，この場合あてはまらず欠けてない。

以上五種類のうち，相異釈は浅略の解釈につながり，持業釈・隣近釈は深秘の解釈による。残

る二つの解釈法は，浅深いずれにも通じる。

 第二に本義を注解するに当り，これをまた二段に分ける。はじめに経典による証拠を示し，

そのあとで証の文を解釈する。まず経証を引用するに，問うていう。「一体どのような経によ

って，この声学実相の意義が成り立つのか」，答えていう。「『大日経』の中に，すぐれた手本

があるからである」，「では，その経にどう説かれているか」，「その経には大日如来が詩句

に説いて次のようにいわれている。つまり，

   等正覚の真言の，書名成立の相は，因陀羅宗の如くにして，諸々の義利成就せり。

   増加の法句と，本名と行と相応すること有り。」

 間う「この詩は，どんな意味を表わしているか」，答える「これには，顕露と秘密の二つの

意味がある。顕露にお一ける旬義は，『大日経疏』の作者の解釈のとおりである。秘密における

意義の中には，さらに，横に十方に普く行き渡り，たてに三世を貫く重々の深意がある。そこ

で，詩句の中に比喩を用いて「因陀羅宗の如くにして諸々の義利成就せり」と説いているので

ある。その因陀羅（Indra）には，また顕義と密義とがある。顕義では帝釈天の別名である。「

諸々の義利成就せり」というのは，この帝釈天が自ら声明論を作って，その一語一語に，こと

ごとく多くの意味を含ませていることである。そこで，これを引用して証拠としたのである。

この世間普通の知恵に基づいてさえ，このとおりである。まして，大日如来にあっては一切の

法に自在であるから，これどころではないのである。」もし，この詩句について秘密の解釈を

すれば，一つ一つの言，一つ一つの名，一つ一つの旬に，それぞれ無限の意味・真理をそなえ

うるから，もろもろの仏菩薩が雲の如くに普く行き渡っている無量の身を現わして三世におい

て常に一つ一つの字の意味を説きつづけられても，説き尽せない＜らいである。まして凡夫で

は，とてものことではない。だから今さし当り，そのごく一端を示すにとどめる。

 詩文の最初にある「等正覚」というのは，へだてなき大日如来の身密のことである。この身

密は十方に普く行き渡り，そのかず無限であることは，『即身成仏義』の中で説明したとおり

であり，それは，とりもなおさず実相に他ならない。つぎに「真言」というのは，つまり声のこ

とであり，声は大日如来の語密に他ならない。また「書名」というのは，すなわち字である。

そこで，言によって名が顕現するのである。それは，名というものが，とりもなお一さず字であ

るからである。以上が，この詩文の中の声学実相にほかならない。

 もし，経典全体に結びつけて，この意味を明らかにしようとすれば，まず『大日経」につい

て解釈することになる。この「大日経』の中に説いている諸尊の真言は，とりもなおさず声で

あり，また阿字門などの三十四字門や字輪品などは，字である。そして，無相品や諸尊の相を

説いている経文は，いずれも実相にほかならない。また次に一字につづめて，この意味を解釈

すれば，梵文の最初にある同の字，つまり口を開いて呼気を出すと同の声を生ずるのが，すな

わち声である。この同の声は何の名を指し示すかというと，法身犬日如来の名字を表現する。

つまり，これが声学である。法身には，どんな意味があるかというと，いわゆる法身は，すべ

ての存在が本来生起せず永遠であることを表わし，つまり，これが実相である。これで経典に

よる証拠を聞き終ったので，つぎに，その本義を説明してほしい。

 さて，詩句にして，次のようにいえよう。

   五大に皆響き有り，十界に言語を具す，六塵悉く文字なり，法身は是れ実相なり。
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これを解釈していえば，詩文は四つに分れる。最初の一旬は、声の本体を説き尽し，次の句は真

実と虚妄の文字を説き明し，第三旬は内外の文字をすべて説き，第四旬は実相を極め尽している。

 初旬に五大というのは，地大・水大・火大・風大・空大である。この五大には，顕義と密義

がある。顕義の五大は，通常の解釈のとおりで，単なる物質原素である。密義の五大は，梵文

の五字（a，va，ra，ha，kha），五仏（大日，阿閃，弥陀，宝生，不空成就）お一よびマンダラ上の諸

尊をさすのである。この五大の意味については，『即身成仏義』の中に説明してあるとおりで

ある。いずれにせよ，内の有情・外の国士の根源をなす，この五大にはことごとく声響がそな

わっている。すべての音声は五大を離れて存在せず，したがって，五大は，とりもなおさず声

の本体であり，音響はその作用である。そこで，「五大に皆響き有り」というのである。

 つぎに「十界に言語を具す」について，ここにいう十界とは，すべての仏界，総ゆる菩薩界，

一切の縁覚界，すべての声聞界，一切の天界，すべての人間界，総ゆる阿修羅界，一切の畜生

界，すべての餓鬼界，地獄界をいう。その他の種々の世界は，天界・鬼界および畜生界の中に

すべて含まれる。 『華厳経』および『金剛頂理趣訳経』の中に，この十界について述べた文が

ある。この十界の有情の発するすべての言語は，いずれも声によって生起する。声には長短，

高下，また音韻の屈曲がある。これを文と呼ぶのである。文は名字に基づき，名字は文があっ

て初めて生ずる。そこで，多くの訓釈者が文は字にほかならないといっているのは，恐らく両

者の相待ち相離れざる関係から，そういっているだけである。これは，いずれにせよ，内なる

有情の声の文字である。この文字には，さし当り十の種類がある。これは先の文における十界の

区別に相当する。

 この十種類の文字は真実か虚妄か。もしも，たてに浅深を区別する解釈に結びつけると，と

りもなおさず九界の文字は虚妄であり，仏界の文字だけが真実である。だからこそ， 『金剛般

若経』では，仏を真語名・実語者・和語者・不証話者・不異語者といっているのである。これ

らの五つの語を梵文ではひっくるめてマントラ（mantra）という。だから，この一語の中に五

つの意味の違いが含まれているので，竜樹は秘密語と名づけた。この秘密語を，そのまま真言

と呼ぶことは，翻訳者が五つの語義のうち一つをとって訳したにほかならない。この真言は，

どんな内容を表現するかというと，すべての存在の実相，すなわち真実のすがたを招き表わし，

あやまりなく，いつわりないものであるから，真言と名づけるのである。では，その真言は，

どうしてすべての存在の名を招き表わすのか。真言には限りないほどで多種があるといわれて

いるけれども，その根源を極めると，大日如来の海印三味王の真言以上のものはない。その真

言の王は何がというと，『金剛頂経』と『大日経』に説かれている字輪や字母などがそうであ

る。その字母は何かといえば，梵文の阿（a）字ないし呵（ha）字などである。この阿字等は，

とりもなおさず大日如来の一つ一つの名字であり，秘密の称号である。ほかに，天や竜や鬼な

どもまた阿字等の名をそなえている。あらゆる名の根本は，法身大日如来を根源とする。それ

より流れ出て次第に広がって世間に流布していることばになっただけである。もし，こうした

真実の意味を知るならば，それを真言と名づけ，この根源を知らなければ，虚妄のことばと名

づける。このようにして，虚妄のことばは迷いの長夜に苦悩を受けるに対し，真言は苦悩を除

き安楽を与える。それは，いわば毒薬は用法により妻とも薬ともなるようなものである。

 問うていう「竜猛菩薩が説いている五種の言説と，いまここで説いた二種のそれとは，どの

ような関係にあるのか。」答える「相・夢・妄・無始の四種は虚妄に含まれ，和義は真実に属

する。」これで真実と虚妄の文字について解説し終えたことになる。

 つぎに，内外の対象界の文字の様相を注解する。詩文に「六塵は悉く文字なり」とあるが，

ここで六塵というのは，色塵・声塵・香塵・味塵・触塵・法塵のことである。これらの六塵に
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それぞれ文字の様相がある。

 まず初めに，色塵の文字とその意味の種類はどうか述べる。詩文にいえば

  顕彰表等の色あり，内外の依正に具す，法然と随縁と有り，能く迷い，また能く悟る。

これを解説するに，詩文を四旬に分ける。最初の一旬は色塵の種類を列挙し，第二旬は内の正

報と外の依報にある色塵がまた互いに体となり正となり合うことを表わし，第三旬は色塵に法

爾と随縁という二種のなりたちのあることを明らかにし，第四旬は，これらの種々の色塵が愚

者には毒となるが，智者には薬になることを説いている。

 初旬に「顕彰表等の色あり」とは，これに三種類がある。それらは，顕色・彩色・表色であ

る。顕色は地・水・火・風・空なる五大のもっている色彩のことである。唯識学派では四種類

の色を説くが，黒色はあげない。『大日経』によると，五大の色を立てるが，それらは黄色・

白色・赤色・黒色・青色である。この五大の色を顕色と命名するのである。この五色が五大の

色にほかならない。順次に配当して知るがよい。このほか影光・明暗・雲煙・塵霧，それに空

一顕色も顕色と呼ばれる。また，もし明瞭で眼の認識作用の対象となるならば，それも，やは

り顕色という。この色には，好ましいもの，好ましからぎるもの，そのいずれでもないもの等

の違いがある。『大日経』に，「心は青・黄・赤・自・紅紫・水精のいずれの色でもなく，ま

た明でも暗でもない」といっているのは，つまり心は顕色ではないとして否定したものである。

 つぎに，彩色というのは，いわゆる長短・疎細・正不正・高下などがそうである。ほかに，

方・円・三角・半月なども彩色である。また，もし顕色が複合して長・短などに分類しうる様

相があれば，これも彩色となる。 『大日経』に， 「心は長でも短でも円でも方でもない」とい

っているのは，これは心が彩色でないと打消したものである。

 第三に，表色とは，いわゆる取捨・屈伸・行住・坐臥などが，これである。顕色の複合した

彩色が発生・消滅あるいは相続することも，変異の因による表色である。表色は，先に生じた

場所に再び重ねて生ずるのでなく，異る場所に移るものであるが，それは続いて起ることもあ

り，時間をおくこともあり，あるいは近いこともあり遠いこともあり，さまざまな様態で生ず

る。このほか，同じ場所で変異により生ずるものもある。いずれにせよ，心の作用により行為

がさまぎまに変化し表現されたものを表色という。 『大日経』に「心は男でも女でもない」と

いっているのは，心は表色でもないと否定したものである。これは，また顕色，彩色にも通じ

る。また『大日経』に，「自分の心は，どのようにして分るか。いわゆる顕色・彩色あるいは色

・受・想・行・識，または我・わがもの・あるいは執着を起すもの・執着の対象，いずれの中

に求めても得られない」といっているが，これは顕色・彩色・表色の名を明らかにしたもので

ある。顕色，彩色は経文のとおりであるが，それ以下の文は，とりもなおさず表色の内容を表

わしている。なぜかというと，これらは取捨の作用や行為などを示しているからである。この

ように，顕色・彩色・表色は，すべてわれわれの視覚器官の機能するところであり，その対象

となるところである。また，視覚認識作用の機能するところであり，その対象であり，その客

観である。また，意識作用の機能するところであり，対象であり，その客観である。この顕色

・彩色・表色を色の上の区別という。このような区別が，とりもなおさず文字である。なぜか

というと，三つの色のそれぞれの様相が，とりもなおさず文になっているからである。そして，

おのおのの文には，それぞれ名字がある。だから文字というのである。かくて，これら顕色・

彩色・表色の三種類が色の文字ということになる。このほかに色を二十種類に分類区別するこ

ともできる。それは前述の十界について，それぞれ依報と正報の色の区別があるからである。

 『輸伽論』にいう「さし当ります色系の，さまざまな真理を解説することとする。問う

『すべての存在が生ずるのは，自らの種子があって，それから生起したものである。では，ど
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のようにして諸々の四大種から所造の色，すなわち物質的存在が生成されうるのか。所造の色

が四大種を，どのように依りどころとし，どのように四大種から構成され，どのように四大種

により保持され，生長養育されるのか』，答える『すべての有情と外の国土との四大種なり，

所造の色の種子は，いずれもみな，その中にある相続不断の心，すなわちアーラヤ識（Alaya

Vij語na）に頼りついていることによる。かつ，また四大種の種子が，まだ四大種を生じない間

は，造色の種子は，その物質を造ることができないのである。四大種ができて初めて造色は自

らの種子より生起する。だから，四大種が造色を産生する主体であると説くのである。四大種

によって生ずるというのは，四大種が先導となるからである。この理由から，四大種が造色

の主因であるという。では，造色は，どのように四大種を依りどころにしているか。それは，

造色が生成され終っても四大種から分離せずにつづくからである。では，どのように四大種か

ら構成されるか。それは，四大種が増減すれば，造色も増減して，その存否が等しいからであ

る。どのように四大種により保持されるか。それは，造色の量は四大種のそれに等しく，一方

的に壊滅することはないからである。どのようにして四大種に生長養育されるのか。それは，

飲食・睡眠・修習・梵行・等持などによって，四大種とともに造色が，ますます増大していく

からであり，そのため四大種を造色の長春因とするのであるという。以上のように，所造の色

において四大種をながめると，五つの作用のあることが確かに知られるであろう。

 また次に，色系すなわち物質の集合体の中に拾いては，いまだかつて極微より生成したこと

はない。それは，造色が自らの種子より生成するとき，ただ種子が集合して生成するだけで，

それは細・中・夫とさまざまであるが，極微が集って色系を生成するのではない。これは，た

だ悟りの知恵によって，さまぎまな物質を分析して微量の極限を思惟推量し，その存在を仮定

して極微と呼んでいるにすぎないのである。また色系に方位や可分性があるとすると，極微に

も，これらの性質がなくてはならないかというに，色系に可分性はあるが極微にはないとする。

なぜかというと，極微はとりもなおさず最小単位であるから，可分性は色系の属性であって，

極微の中にそれ以上に分ちうる極微はないのである。だから極微には可分性はないとする。

 また四大種と造色が互いに離れない関係に二種類ある。一つは同類が同じ場所に相離れない

ことで，これは，四大種の極微と色・香・味・触などのそれとが，根のないところには無根の

ものが，根のあるところでは有根のものが，それぞれ存在する場合を指し，これを同所不相離

という。いま一つは混り合って互いに離れないことで，これは，つまり色を造る四大種の極微

と，聚集を造り出す四大種・造られた聚集の色とが同一場所にいる場合をいい，和雑不相離と

名づける。また聚集を造る四大種と造られる四境とが渉入して普く満ちわたっている一切の色

は，あたかも種々の物を石で磨って粉末にし水で和合して互いに離れないようにしたようなも

のであり，胡麻や緑豆・粟や稗などを混ぜ集めたようなものではないことを知らねばならない。

また，すべての所造の角すなわち造られた物質は，みな四大種の場所を本拠とし，四大種と場

所・分量が相違なく同一である。かつまた所造の色は四大種の依りどころの場所に必ず戻って，

これを依り所としている。このような内因・外縁から，所造の色は四大種に依るというのであ

る。かくて上述のような意味により地・水・火・風の種子を名づけて犬種という。それは，こ

れらの人種がその能力にお一いて広大であり，がつ，また因種となって造色を生み出すからである。

 また総ゆる色系の中で，略して十四種とする場合がある。これは地・水・火・風および色・

香・味・触それに眼等の五根を指し，意根の行ずる色のみを除いたものをいう。」等々。ある

いは，また十種類の色を立てることもある。詳しくは峨伽師地論』に説かれている通りである。

 以上のような，さまざまな色の区別が，とりもなおさず文字にほかならない。このほか，五

つの色彩を用いて阿字などを書いたものも，色の文字と呼び，また，さまざまな生きとし生け

一31一



ド 村   武

る有情や草木・山河・大地などの非情を色彩で画いたものも，色の文字と名づける。そして，

錦・繍・綾・羅などの織布も色の文字である。『法華経』，『大智度論』などにも詳しく種々

の色の区別を説いているが，内の正報と外の依報との，それぞれの十界などを越えることはな

い。このような色などの区別を色の文字と名づける。

 これらの文字は，無知な者においては，それに執着し心奪われて，むさばり・いかり・おろ

かさなどのさまざまな煩悩を引き起し，ことごとく十善戒を破ったり，五つの重罪を犯すなど

に至る。だから，詩の中で「能く迷い」といったのである。一方，知恵のある者にあっては，

その因縁をよく観察し，取ることも捨てることもなく，さまざまな真理の世界のマンダラをよ

くつくり，広大無辺の仏のはたらきとする。上には諸仏を供養し，下には衆生を利益して，か

くて自らを利し他を利することを成しとげる。そこで「能く悟る」というのである。

 つぎに，詩文にいうr内外の依正に具す」について，これには，また三つの意味がある。そ

の一は肉色に顕色・彩色・表色の三種がそなわっていることを示し，その二は外色にも三色が

あることを明らかにし，その三は肉色は肉色として固定しているわけでなく，外角も常に外角

とは限らず，互いに依報とも正報ともなることを表わしている。ここで肉色というのは，有情

つまり生きとし生けるものであり，外角とは国士つまり有情のすむところである。そこで，『華

厳経』には次のように述べている。「仏の身は不可思議であって，あらゆる環境国士が，こと

ごとく，その身の中にある。また，その仏身の一毛の中に，多くの国土や海を示す。他の一つ

一つの毛についても全く同様である。このようにして普く宇宙法界に行きわたっている。また

一毛の孔の中に，凡慮の及ばぬ国々が微塵数ほどもあり，さまざまに住している。その国土の

一つ一つに，いずれも遍照尊があり，多くの替属の中で，すぐれた教えを，のべられている。

その国の一座の中で，また大小の国々が，さまざまに区別されている有様は，あたかも塵の数

のようである。そして，そのすべての国士の中の慶一つ一つの中に，みな仏が入ってお一られる。」

 いま，これらの経文から次のことが明らかになる。つまり，仏の身，衆生の身，いずれにお一

いても大きいものもあれば小さいものもあり，さまざまである。あるいは虚空大の宇宙法界を

身量とするものもあれば，説きえぬほどの仏国士を身量とするものもあり，また十の仏国土や

一つの仏国土あるいは一微塵を身重としているのもある。このように犬小の身なり国士なりが，

互いに内の有情となり，外の非情となる。また互いに依報としての国土となり，正報としての

衆生となる。そして，この内外の依正の中に，必ず顕色・彩色・表色をそなえている。そこで

詩文に「内外の依正に具す」といったのである。（以下約50行は紙幅制限のため次号に譲る）

4．空海の言語科学関連用語についての二、三の考察

 前章で，空海の『声学実相義』を私なりに現代語に訳してみたのであるが，本章では，この

『声学実相義』にみえる言語・情報学的用語について少々考察を加えてみることとしたい。

 言語・情報学に関連した用語は，すでに触れたように，かなり多くに上るのであるが，ここ

では最も基本的なものとして，「声」，「文字」，「文」に限定して論じることとする。

その1．空海の「声」

 「声」といえば，言語・情報学的な「音声」（speech so㎜d）を指すのではないかと考えられ

る。まず「声」を漢和辞典によって，その意味を概観する。筆者が30年以上にわたって愛用し

ている塚本編『集成漢和大辞典』には「声」について，次のように書かれている。

 〔聲〕 （漢）ゼイ （呉）シャウ  Hこゑ○ひびき，おと，ね，礼記「雷始収し声」Oこと

ば，言語，詩経序「情発二於声一，声成し文」○おとづれ，消息，書言故事「朋友以二音問一一見レ

及，日レ蒙レ寄し声」（⇒漢字音の韻によって平上去入の四つに分つもの（ヨ音楽，ぶし，てうし，
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（その清濁高下によって宮・商・角・徴・羽の五声に分つ） 仰）をしへ，風教，書経「声教詑

二千四海＿」1五〕うはさ，風評，孟子「非ド悪二其声一面然ト」 （六）ほまれ，名誉，孟子「声聞過

レ情」 （ゼのべる，ならす，孟子「金声而三振レ之也」

これをみるに，←）の中に明らかに言語・情報学的な音声の意味が含まれている。

 しかし，言語・情報学での音声の定義はどうなっているか，例えば，東條著『国語学新講』

には，つぎのように記されている。「音声とは，何かといえば，人間が言語音として音声器官

から発する音である。口笛やくしゃみは音声器官から発せられる音ではあるが，言語ではない

から，音声とは認められない。言語の一面を形づくる音声には，有意的に発音されることや分

節的に調音されることが必要条件である。」要するに，人間の発する言語音が音声である。

 また，この音声に関わるものとして，川本著『言語学概説』には，研究方法に言及しつつ，

次のように述べられている。「音声は人間の発する音響である。音響は空気の振動という現象

であるから，これを物理学的に研究することができる。音声は人間が発するものである点に着

眼すれば，人間がこれを発する際に精神が活動し，身体的器官を働かすのであるから，したが

って音声は発生的に見るときには心理生理学的に観察することができる。また音声は話者と聴

者との感覚的媒介であって，話者において観察すれば発生的な研究であるが，聴者側について

観察すれば聴覚的な研究となる。聴覚的な研究もまた，音声が感覚的媒介であるゆえに，これ

を知覚するのは身体器官の働きであり，しかも実際に身に響いてくる音声が種々雑多であるも

のを，ある音群は一種の音声として聴き，あるぼかの音群は他の一種の音として聴くのは精神

活動である。ここにも，したがって心理生理学的な観察が可能である。」ここには，言語活動

としての音声の全過程の要点が示されている。

 さて， 『声学実相義』における空海の「声」は，この言語科学的音声に合致するものであろ

うか。空海は，まず釈名の段で次のようにいう。「内外の風気わずかに発すれば必ず響くを名

づけて声という。響きは必ず声による。声は，すなわち響きの本なり。」また，釈体義の段の

経証の説明の中では， 「しばらく梵本の初めの阿字，口を開いて呼ぶ時に同の声あるは，すな

わちこれ声なり。」これらの文でみる限りでは，「声」は音声あるいは少くとも発音行為を指

していると考えられる。．しかしながら，釈名の段で，さらにつづけて「また四大相触れて音響

必ず応ずるを名づけて声という。五音，八音，七例，八転みなことごとく声をまって起る。」

とあるところをみると，これは音声のみでなく，一般の音にまで拡大されていることが知られ

る。しかも，釈体義の説明において，「この内外の五大に，ことごとく声響を具す。一切の音

響は五大を離れず，五大は，すなわち声の本体；音響はすなわち用なり。」とされる。五大は

物質界を構成している原質である。それが声の本体であり，音響は，その作用であるという。

そうであるならば，この声は，古代インドの六派哲学の一つミーマーンサー（MIm諭sヨ）学派

の声顕論の説が想起される。いま，それを金倉著『インド哲学史』によって引用すると，「ヴ

ェーダのことばを声（§abda）と称する。彼らの思弁によると，この声は超越的な実在として永

遠性を以って現象の奥にひそんでいる。そして，それが発音せられる時に，普通考えられてい

るように，声として生ずるのでなく，単に現象として顕れるのであるとした。即ち隠れて永続

している声の本体があり，それが言表という一時的原因によって，われわれの知覚に上るので

ある。かような理由によって，声は永遠性をもち，その声によって知識の確実性が保証せられ

るとする。」そして彼らは，これを，さらに言語一般にも拡張したのであった。

 このようにみてくると，空海の「声」は，もちろん音声を含んでいるが，そればかりでなく，

音楽や一般の音をも包摂し，インド哲学におけるミーマーンサー派の思想を取り入れて，漢字

のもつ意味を拡張深化させ，宗教性との関わりにおいて形而上学的な意味を背後に含ま．せてい
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ることが知られるのである。

その2．空海の「文字」

 空海のいう「文字」と言語の科学におけるそれとの異同はどうであるか。まず言語・情報挙

における「文字」から考える。「文字」について東條著r国語学新講』に次のようにある。「文

字は第二の言語ということができる。音声言語の聴覚的要素を視覚的要素に代えたものである。

耳で聴く言語ではないが，目で視ることのできる言語である。 （中略）文字は音声の代表者で

あるから，音声に還えされうるものでなければならない。この読むことができる点が文字と絵

画や符牒との区別である。」ここには，言語システムにおける第二符号系としての文字の特長

がよくまとめられている。

 さて，空海の「文字」はどうか，初めに叙意の段で「それ如来の説法は必ず文字による。文字

の所在は六塵その体なり」といっている。この「文字」は果して第＿符号系としての文字であろう

か。空海は釈名の段で次のようにつづける「声の名を設することは必ず文字による。文字の起

りは，もと六塵なり。」さらに釈体義の段の詩頒に「六塵ことごとく文字なり」といっている。

 二次符号系としての文字も含まれてはいるが， 「六塵がすべて文字である」といっているこ

とばに注目しなければならない。六塵とは六境の旧訳で，色・声・香・味・触・法の六つの感

覚知覚の対象である。それらすべてに「文字」がそなわっているというのである。つまり，目

にみえるもの，耳に聞えるもの，鼻に臭うもの，舌で味わうもの，体に触れるもの，心の中で

思考するもの，それらすべてが「文字」の本体であるとするのである。そうだとすれば，われ

われの感覚知覚の対象となる内外の一切の世界が何らかの意味作用をもった「文字」であると

いっていることになる。これは文字の範囲を拡大使用しており，ここでいう「文字」は広義の

記号に相当するといってよい。そのことは，さらに「内外の文字」を説明する段にお一いて次の

ような文のあることで確かめられる。 「かくのごとく一切の顕彰表の色は，これ眼の所行，眼

の境界，眼識の所行，眼識の境界，眼識の所縁，意識の所行，意識の境界，意識の所縁なり。

これを差別と名づく。かくのごとくの差別は，これすなわち文字なり。」また，「かくのごと

くの種々の色の差別は，すなわちこれ文字なり。また五色をもって阿字等を書くをも，また色

の文字と名づく。また種々の有情非一晴を彩画するをも，また色の文字と名づく。錦繍綾羅等も

また，これ色の文字なり，法華・華厳・智度等にも，またつぷさに種々の色の差別を説けり。

しかれども内外の十界等には出ず。かくのごとくの色等の差別，これを色の文字と名づく。」

さらにまた書末に， 「これこの三種世間に無辺の差別あり。これを法然・随縁の文字と名づく。」

とある。これらの文には，同時に，いずれも「差別」ということはと一対になっていることが

知られる。そして，この「差別」については，すでに言語価値の源泉としての「差異」という

立場から，森本氏によって，ソシュール著『一般言語学」の「以上述べてきたことは，要する

に言語には差異しかない，ということに帰する。それだけではない。差異といえば，一般に積

極的辞項を予想し，それらの間に成立するものであるが，言語には積極的事項のない差異しか

ない。」における「差異」との重なりが論証されている（森本著『空海とデリダの言語思想』）。

しかも，このことは，このソシュールの文が「全体としてみた記号」という節の中の文である

ことからもわかるように，言語のみならず，記号一般についていえることであり，この「差異」

と重なる「差別」を用いて「このような差別がとりもなお一さず文字である」と定義しているの

であるから，この「文字」は「記号」に他ならない。ただし，空海の「文字」はソシュールの

「記号」 （Signe）より広義であり，この「文字」は，われわれを取り囲む一切の意味を伝える

記号である。一切の現象の形相をさす記号である。かくて，空海は，内外の世界がすべて記号

体系に他ならないことを主張していることにな乱
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 このような，われわれを取り囲む世界の記号を，どのように解読するか。まず自然科学を例

とすると，その場合，感覚知覚の対象となる物質界を，その研究の対象としている点で空海の

場合とほとんど変るところがないといってよい。その研究過程を言語情報の伝達過程になぞら

えるならば，ある現象を記号ないし情報として解読し，その現象を生み出すもととなる構造を

明らかにすることであり，この場合，構造が現象に対する本質であり，意味に相当すると考え

られる。いま一例として気体原子の構造についての研究をあげると，原子の発光は記号ないし

情報である。しかし，これは，さまぎまな種類の記号でありうる。ある場合には詩情を生むも

のでありうるかも知れないし，単なる照明，明かりにすぎないかも知れない，等々。これを科

学的な構造を明らかにするえめの記号・情報とみるのは，一つの解読方針にすぎない。科学は

自然界，われわれを囲む世界の記号を解読する一つの方向である。自然科学では，現象として

の原子光をスペクトルその他さまざまに分析する。そして，過去に知られている知識・理論を

その解読に援用する（厳密にいうと，分析の段階で，すでに解読が始まってし）るのであるが）。

これらの知識・理論は，いわば言語過程におけるコードである。しかし，この解読には過去の

コードが役に立たぬ場合が多い。最先端の研究は，おおむねそうである。過去に知られたコー

ドを頼りとしながら，何らかの意味で，これを越えなくてはならないのである。そこに科学的

発見があり，．創造がある。さて，かくして解読して得られた科学的結果は，ロゴスの世界にお

いて有用であり，ロゴス的ネケントロビー（neg一㎝tmpy）として，われわれに役立つ。そし

て，間接に，われわれのパトスにも役立ってい孔

 しかし，空海のいう，すべての記号体系としての内外の世界とその解読過程は今一つの方向

を目指している。それは，記号を一挙に，いわばパトス的ネケントロビーというべきものに変

換するための解読ではないかと思う。そう考えることが，空海の世界記号論の宗教的意義を言

語学的ないし科学的に解釈したものに相当するのではないかと思われる。なぜならば，科学に

おける解読は，過去の科学的知識・理論の学習を基礎とする。これに対して，空海は解読の鍵

として密教の実践体系である行を位置づけているからである。これは，筆者の宗教的悟達がな

お十分とはいえないので，今は断定を避けるが，科学的な方法になぞらえると，上記の如く推

察されるのである。その傍証としては，空海が『声字義』はもちろん『即身成仏義』にあって

も，教義を解説するのに必ず詩類に示してから，それを注解する形式を採用していることであり，

これは，かかる詩情ないし芸術的境地と宗教的境地との連統性を示唆しているものと考えられる。

その3．空海の「文」

 空海の「文」は，果して如何なる意味用法であろうか。「文」は『声字義』の中で，実に21

回も出現する。まず「文」の一般用法を再び前記漢和辞典でみるに，

  〔文〕  （漢）ブン  （呉）モン  一．←）あや ○かぎり，装飾，周礼r供二糸紘組

文之物＿」Oいろつや，光沢采色，礼記「五色成レ文，而不レ乱」Oかた，模様，詩経「織文

鳥章」○すじみち，条理、筍子「礼義文理」○すゑ，外表，礼記「先王之立レ礼也，有レ本有

レ文」仁〕もじ，文字，国語「文虫皿為坐」1三）ことば，語句，孟子「不二以レ文害一レ辞」㈲ふみ

○語句のあつまって成るもの，ぷんしゃう，漢書「以F能調二詩書＿属上レ文，称二於郡中＿」

○典籍，記録，揚雄「古文尽発」（刊学問・芸術，論語「行有二余方＿，則以学し文」㈹兵事以

外の事務，漢書「衛二束高＿，以賜二文官＿」㈱去度，礼儀，国語「有二不亨＿則修レ文」（八）み

やびやか，はでやか，優美，論語「文質彬彬，然後君子」（刑銭の枚数，洞大清禄「不レ値二一

文＿」 二．かぎる○外見をつくろふ，論語「小人之過也必文」○修めととのへる，論語「文レ

之以二礼楽一一」

 一方，言語・情報学では「文」は一般にSenten㏄の訳語である。文の定義は，なかなか国
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難のようであるが，例えば，マルティネ編『言語学辞典』の中には次のように述べている。「文

は，かなり一般的には意味の観点から完全な言表を構成するものとしてとらえられている。多

くの言語学者は，さらに文が二つの休止間の旋律単位を構成しているとみなしている。」また

橋本氏は『新文典」においてしつのまとまった思想を言い表わす一つづきのことばを文とい

う」「文の終りでは必ずことばが切れる」といっている。両者の見解は，ばば重なっている。

 さて『声字義』の「文」をみると，例えば，釈名の段に「この義はr大日経疏』の中につぷ

さに説けり。文に臨んで知りぬべし」とあり，また釈体義の段のうち，内外の文字を注解する

ところに「時に，かの如来の一切支分無障擬力は十智力の信解より生ずる所の無量の彩色荘厳

の相なりという。この文は報仏の身土を明す」とある。といった具合で，これらはセンテンス

と同様の意味に用いられていることは明らかであり，『声字義」の中では，ほとんどが，これ

らと同じ用法である。

 しかしながら，一，二注意を要する用法がある。その例は，釈体義の段で「この十界のあら

ゆる言語は，みな声によって起る。声に長短高下，音韻屈曲あり。これを文と名づく」といっ

ている場合の「文」である。この「文」は，センテンスではない。漢和辞典にいうHあや，と

訓むべきものであろう。それも修辞法としての単なる文章の色つやではなく， 「かた，模様」

を発展させた意味であろうと思われる。ところで，一般に記号の媒体としての資格を考えると，

「変異し，そこに差異を生じ，それが人間に認知できれば，その差異に意味の差異を担当させ

て表現と理解の媒体とすることができる」（佐藤著『記号人間＝ホモジクニフィガンス』）わけ

であるが，問題の「文」は，この変異し，記号の本性としての差異をもたらすためのもの，す

なわち信号の変調（㎜odulati㎝）ないし記号形成素に近い概念を表わすものと解したく思う。

 以上，多くの出現する言語・情報学関運用語のうち，三つに絞っていくらかの考察を加えた。

そして，筆者は『声字義』のl11心は，「文字」にあると考える。しかも，この空海の「文字」

は記号である。それも象徴を含んだ広義の記号である。そして， 『声学実相義』は，われわれ

を取り囲む内外一切からなる世界記号論であると位置づけたく思う。かつ，それは本来宗教的

教義を説くための宗教書ではあるが，言語・情報学的にみても大変有用な書であると評価した

い。なお言語・情報学の立場からは，記号の階層性，記号過程と言表の真偽など今後に論ずべ

き問題が残されているが，これらは稿を改めて論ずることとしたい。

5．むすび

 空海は，差異の源としての「文」を背負った記号を「文字」といい，さらに，それは宗教的

境地との関わりにおいて，実在を背後に想定した「声」と一体であるとみなして「声学」とい

っている。

 空海の「声学実相論」は，かかる世界記号論である。

 末筆ながら，筆者の研究は，言語学の世界的巨匠ロマーン・ヤーコブソン博士の発言に動機

づけられて始めたものであり，ここに記して同博士に深甚の謝意を表します。
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